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11月９日は「119番の日」

　11月９日(木)～15日(水)の１週間、全国一斉に秋の火災予防運動が行われます。冬は空気が乾燥
し、火災が発生しやすくなる季節です。火災から尊い命と貴重な財産を守るため、一人一人が火災予
防の意識を高めましょう。

　「119番の日」は、昭和62年に、総務省消防庁が消防に対する正しい理解
と認識を深め、市民の防災意識の高揚と防災体制の確立を目的に、市民と消
防の結び付きを象徴する電話番号である“119”にちなんで制定されました。
　119番通報は火事や救急などの発生を知らせる窓口です。近年は携帯電話
(スマートフォン)からの通報が増加しています。携帯電話から119番通報を
する際の注意点を確認しましょう。

　住宅用火災警報器を設置していると、すぐに火災を警報でお知ら
せし、初期消火や素早い避難をすることができます。
　令和元年～３年の総務省消防庁による火災報告集計を比較する
と、住宅用火災警報器を設置している場合は、以下の図のとおり、
設置していない場合と比べて死者の数は半減し、焼損床面積と損
害額も大幅に減少しています。

　住宅用火災警報器の点検・交換は、誰でも簡単にできます。本体
のボタンを押すか、付属のひもを引くと、正常な場合は正常を知ら
せる音声や警報音が鳴ります。
　故障を知らせる音声・警報音が流れた場合や、反応しない場合、設
置してから10年以上が経過している場合は、すぐに交換しましょう。 点検方法

設置無

住宅火災100件当たりの死者数

設置有

11人

5.3人

・住宅火災における死者の約７
割が65歳以上の高齢者
・住宅火災における死者の多く
は、就寝中などの逃げ遅れに
よる こ

ん
な
時

火事ですか？救急ですか？

あなたの名前と電話番号を教えてください。 名前は〇〇〇〇で、電話番号は〇〇〇〇です。

初期消火はしましたか？

火事です。
〇〇が燃えています。

〇〇町〇〇番〇〇号です。
(〇〇ビルの前です。)

住所・場所はどこですか？
(近くに目印になる建物はありますか？)

救急です。
急病(事故)です。

逃げ遅れた人はいますか？

どんな事故ですか？

どこか痛いですか？

消火器で消火中です。

全員避難しています。

〇〇と〇〇の事故です。

〇〇が痛いです。

　自動車で走行中などに、事
故の衝撃を感知して自動通報
する機種があります。スマー
トフォンを落とした衝撃でも
通報する場合があります。

　電源ボタンを５回連続で押す
など、簡易的な操作によって自
動通報する機種があり、かばん
やポケットの中で意図せず通報
する場合があります。

　子どもがスマート
フォンを触ってい
て、親の知らない間
に通報してしまう場
合があります。

　住宅用火災警報器は、津市火災予防条例で平成20年６月から全ての住宅で設置が義務化さ
れています。また、古くなると電池切れなどで機能しなくなることがあるため、定期的な点
検や機器の取り替えなど、維持管理についても義務化されています。電池や部品の寿命は約
10年と言われ、すでに一部の家庭では取り替え時期がきています。

　防災機器販売店やホームセンター、家電量販店などで購入できま
す。購入と合わせて取り付けを依頼できるお店もあります。
　取り付け場所は、寝室・階段(２階に寝室がある場合)が義務で、台
所は義務ではありませんが推奨されています。

　誤って119番通報した場合は、指令員に間違いであることを伝えてください。また、自動通報の機
能はスマートフォンの設定で変更できますので確認してみましょう。

　携帯電話からの119番通報は、出動場所の特定に時間を要することがあります。通報の際は、住所
や氏名、近くの目印になる建物や店舗の名称などを電話口の指令員に伝えてください。また、交通事
故などの際は、自身の身を守るために安全な場所に移動してから通報するようにしてください。

ひもを引くボタンを押す
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